
私にとって馴染み深いプラズマ

は太陽です．昨年９月には巨大太

陽フレアが発生してニュースになりましたが，太陽表面で

は様々な美しい（でもX線や粒子線など人体には有害な）磁

気プラズマ現象が起こっています．その物理に興味があ

り，私は太陽を研究しています．今回私が編集委員にお声

掛けいただいたのは，前任・前々任の松岡先生・石田先生

から，編委BPP（Basic Plasma Physics and New Trends）グ

ループの中でX線天体，宇宙プラズマと引き継がれてきた

から次は太陽ね，と言われたことがきっかけです．プラ核

学会とは異分野だったのですが，せっかくなので太陽研究

について皆さんに興味をもってもらう良い機会になればと

思い，２年間務めさせていただきました．

太陽活動の源は核融合で，太陽プラズマは宇宙の実験室

とも言われます．太陽研究者は太陽を見て理解しますが，

実験室だと磁場を模擬してその場で計測できます．私の現

職は宇宙天気予報で太陽フレアの予測ですが，前職では太

陽観測衛星「ひので」と実験室のコラボレーションの機会

に恵まれました．若手中心の太陽と実験室の研究者がとも

に（寝泊まりし飲み会をし）試行錯誤しながら太陽ジェッ

トと磁気リコネクションの実験に取り組みました．互いの

理解に時間がかかることもありましたが，新鮮な感覚で，

驚きとわくわくの連続だったのを覚えています．

今回編集委員会に参加してみて，BPPグループだけでも

様々なプラズマに関連する分野の先生方が参加されている

ことを知りました．記事の企画案を見ると，初めて見る単

語も多く苦労もしましたが，新たな世界が広がるのも感

じ，貴重な経験をさせていただきました．特にBPPグルー

プ昨年主査の比村先生，副主査の八柳先生，今年副主査の

石野先生，事務局の北澤さんには大変お世話になりまし

た．また太陽の解説記事（２０１８年２月号，１２月号（予定））

に興味をもってくださったのも嬉しかったです．まだご覧

になっていない方は是非ご一読ください． （西塚直人）
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